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本
小
論
で
取
り
扱
う
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
曇
鸞
『
論
註
』、
道
綽
『
安
楽
集
』（（
安
）
と
す
る
）、
源
信
『
往
生
要
集
』（（
往
）

と
す
る
）、
法
然
『
選
択
本
願
念
佛
集
』（（
選
）
と
す
る
）
に
つ
い
て
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
教
学
伝
道
研
究
室
編
『
浄

土
真
宗
聖
典
全
書
（
一
）
三
経
七
祖
篇
』
本
願
寺
出
版
を
使
用
し
、
源
隆
国
『
安
養
集
』（（
養
）
と
す
る
）
に
つ
い
て
は
、
西
村
冏
紹

監
修
・
梯
信
暁
編
〔
一
九
九
三
〕『
宇
治
大
納
言
源
隆
国
編
安
養
集　

本
文
と
研
究
』
百
華
苑
、
親
鸞
『
教
行
信
証
』（（
教
）
と
す

る
）
に
つ
い
て
は
教
学
伝
道
セ
ン
タ
ー
編
〔
二
〇
一
一
〕『
浄
土
真
宗
全
書
㈡
宗
祖
篇
上
』
本
願
寺
出
版
社
を
使
用
し
、
良
忠
『
安
楽

集
私
記
』（（
私
）
と
す
る
）
は
、『
浄
土
宗
全
書
』
を
、
そ
の
他
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
を
使
用
し
た
。

　

な
お
、
本
小
論
は
、
そ
れ
ら
の
校
勘
記
、
諸
本
も
対
照
の
上
、
論
を
す
す
め
て
い
く
。

〇
、
は
じ
め
に

　

道
綽
（
西
暦
五
六
二
〜
六
四
五
年
）『
安
楽
集
』
は
、
部
分
的
に
は
敦
煌
写
本
と
し
て
残
っ
て
は
い
る
が
、
中
国
大
陸
に
お
い
て
い

つ
し
か
失
わ
れ
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
完
本
と
し
て
は
日
本
に
写
本
、
版
本
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、『
安

（

（
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楽
集
』
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
は
、
十
分
に
研
究
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
本
小
論
で
は
『
安
楽
集
』
本
文
と
諸
師
の
著
作
に
引
用

さ
れ
て
き
た
『
安
楽
集
』
本
文
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
・
日
本
に
お
け
る
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
の
流
伝
状
況
を
明
確

に
す
る
と
と
も
に
、『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
の
、
よ
り
古
い
形
態
を
探
り
た
い
。

一
、
延
寿
と
『
安
楽
集
』

　

延
寿
（
西
暦
九
〇
四
〜
九
七
六
年
）『
宗
鏡
録
』
に
は
『
論
註
』
本
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

天
親
云
。
廣
略
相
入
者
。
諸
佛
有
二
種
身
。
一
法
性
法
身
。
二
方
便
法
身
。
由
法
性
法
身
故
生
方
便
法
身
。
由
方
便
法
身
故
顕
出
法

性
法
身
。
此
二
種
身
。
異
而
不
可
分
。
一
而
不
可
同
。
是
故
廣
略
相
入
。（
大
正
四
八
巻
五
三
五
中
）。

で
あ
る
。『
宗
鏡
録
』
は
「
天
親
云
」
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
内
容
は
『
無
量
寿
経
論
』
で
は
な
く
、
曇
鸞
『
論
註
』
の
文
を
引
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

実
は
、
こ
の
『
論
註
』
の
文
は
道
綽
も
『
安
楽
集
』
の
中
で
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
こ
れ
を
『
安
楽
集
』、『
論
註
』
に
対
応

す
る
文
と
対
照
さ
せ
て
み
よ
う
。

『
安
楽
集
』

天
親
菩
薩
論
云
。
若
能
觀
二
十
九
種
莊
嚴
淸
淨
即
略
入
一
法
句
。
一
法
句
者
謂
淸
淨
句
。
淸
淨
句
者
即
是
智
惠
无
爲
法
身
故
。
何
故
須

廣
略
相
入
者
。
但
諸
佛
菩
薩
有
二
種
法
身
。
一
者
法
性
法
身
。
二
者
方
便
法
身
。
由
法
性
法
身
故
生
方
便
法
身
。
由
方
便
法
身
故
顯
出

法
性
法
身
。
此
二
種
法
身
。
異
而
不
可
分
一
而
不
可
同
。
是
故
廣
略
相
入
。（
五
八
五
頁
）

『
論
註
』
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上
國
土
莊
嚴
十
七
句
如
來
莊
嚴
八
句
菩
薩
莊
嚴
四
句
爲
廣
。
入
一
法
句
爲
略
。
何
故
示
現
廣
略
相
入
諸
佛
菩
薩
有
二
種
法
身
。
一
者
法

性
法
身
。
二
者
方
便
法
身
。
由
法
性
法
身
生
方
便
法
身
。
由
方
便
法
身
出
法
性
法
身
。
此
二
法
身
。
異
而
不
可
分
。
一
而
不
可
同
。
是

故
廣
略
相
入
。（
五
一
六
頁
）

　

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
三
者
は
比
較
的
よ
く
合
致
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、『
宗
鏡
録
』
に
引
用
さ
れ
た
文
は
『
論
註
』
よ
り
も
『
安
楽

集
』
の
文
と
比
較
的
よ
く
合
う
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
仔
細
に
見
て
い
く
と
、『
宗
鏡
録
』
に
は
「
故
顕
出
」
と
い
う
文
句
が
見
ら

れ
、『
安
楽
集
』
に
お
い
て
も
同
様
に
「
故
顕
出
」
と
い
う
文
句
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
中
国
仏
教
研
究

会
〔
一
九
九
九
〕
注
一
二
一
で
「『
安
楽
集
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ

れ
を
対
照
さ
せ
て
み
る
と
、「『
安
楽
集
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
よ
り
、「
故
顕
出
」
の
文
言
が
『
論
註
』
に

な
い
こ
と
か
ら
『
安
楽
集
』
か
ら
の
引
用
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
延
寿
は
『
論
註
』
で
は
な
く
、

『
安
楽
集
』
を
見
て
、「
天
親
云
」
と
し
て
『
論
註
』
の
文
を
引
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
延
寿
『
宗
鏡
録
』
に
は
次
の
よ
う
な
文
も
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

　

安
楽
集
云
。
問
。
何
因
一
念
佛
之
力
。
能
斷
一
切
諸
障
。
答
。
如
經
云
。
譬
如
有
人
用
師
子
筋
以
爲
琴
絃
、
音
聲
一
奏
、
一
切
餘
絃

悉
皆
斷
壞
。
若
人
菩
提
心
中
行
念
佛
三
昧
者
、
一
切
煩
惱
一
切
諸
障
悉
皆
斷
滅
、
亦
如
有
人
構
取
牛
羊
驢
馬
一
切
諸
乳
置
一
器
中
、
若

將
師
子
乳
一
渧
投
之
、
直
過
無
難
、
一
切
諸
乳
悉
皆
破
壞
、
變
為
清
水
、
若
人
但
能
菩
提
心
中
行
念
仏
三
昧
者
、
一
切
悪
魔
諸
障
直
過

無
難
。（
大
正
四
八
巻
九
五
一
下
）

　
『
安
楽
集
』
の
対
応
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

何
因
一
念
之
力
能
斷
一
切
諸
障
。（
中
略
）
何
者
如
花
嚴
經
云
。
譬
如
有
人
用
師
子
筋
以
爲
琴
絃
、
音
聲
一
奏
、
一
切
餘
絃
悉
皆
斷

壞
。
若
人
菩
提
心
中
行
念
佛
三
昧
者
、
一
切
煩
惱
一
切
諸
障
悉
皆
斷
滅
、
亦
如
有
人
構
取
牛
羊
驢
馬
一
切
諸
乳
置
一
器
中
、
若
持
師
子

（
（
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乳
一
渧
投
之
、
直
過
无
難
、
一
切
諸
乳
悉
皆
破
壞
、
變
爲
淸
水
。
若
人
但
能
菩
提
心
中
行
念
佛
三
昧
者
、
一
切
惡
魔
諸
障
直
過
无
難
。

（
五
七
九
頁
）

　

こ
の
文
章
は
、『
論
註
』
に
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
延
寿
は
、『
宗
鏡
録
』
を
著
す
際
に
、『
安
楽
集
』
を
見
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
牧
田
諦
亮
・
直
海
玄
哲
・
宮
井
里
佳
〔
一
九
九
五
〕
が
、
法
照
（
西
暦
八
世
紀
頃
）『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』、

飛
錫
（
西
暦
八
世
紀
頃
）『
念
仏
三
昧
宝
王
論
』、
慧
琳
（
西
暦
七
三
七
〜
八
二
〇
年
）『
一
切
経
音
義
』（
西
暦
八
〇
七
年
）
に
『
安
楽

集
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、『
安
楽
集
』
は
唐
代
ま
で
確
認
で
き
る
が
、
宋
代
に
な
る
と
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る

と
し
、
ま
た
、
杉
山
裕
俊
〔
二
〇
一
四
〕
は
、『
安
楽
集
』
の
文
は
、
慧
琳
『
一
切
経
音
義
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
唐
代
末
ま

で
は
『
安
楽
集
』
は
存
在
し
て
い
た
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
中
国
に
お
け
る
『
安
楽
集
』
は
、
唐
代
に
散
逸
し
て
い
た
の
で
は
な

く
、
五
代
・
十
国
時
代
（
西
暦
九
〇
七
〜
九
六
〇
年
）、
宋
代
（
西
暦
九
六
〇
〜
一
二
七
九
年
）
最
初
期
に
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
実
は
宗
暁
（
西
暦
一
一
五
一
〜
一
二
一
四
年
）
の
『
楽
邦
遺
稿
』
に
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
文
が
引
用
さ
れ
て
い

る
、
す
な
わ
ち
、

　

問
曰
。
何
因
緣
故
。
一
念
佛
力
。
能
斷
一
切
諸
障
。
答
。
如
經
云
。
譬
如
有
人
用
師
子
筋
爲
琴
弦
、
一
奏
、
一
切
餘
弦
悉
斷
。
若
人

於
菩
提
心
中
行
念
佛
三
昧
、
一
切
諸
煩
惱
障
皆
悉
斷
滅
、
亦
如
有
人
取
牛
羊
驢
馬
諸
乳
置
一
器
中
、
若
將
師
子
乳
一
渧
投
之
、
一
切
諸

乳
悉
化
爲
水
、
若
人
於
菩
提
心
行
念
佛
三
昧
、
一
切
惡
魔
諸
障
直
過
無
難
。（
大
正
四
七
巻
二
三
四
中
）

　

も
し
、
宗
暁
が
こ
れ
ら
の
文
を
直
接
『
安
楽
集
』
か
ら
引
用
し
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
、『
安
楽
集
』
は
、
宗
暁
の
活
躍
し
た
年
代
、

す
な
わ
ち
、
西
暦
十
三
世
紀
初
め
ま
で
中
国
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
確
定
的
な
こ
と
は
言
え

な
い
が
、『
宗
鏡
録
』、『
楽
邦
遺
稿
』
は
「
如
経
云
」
と
引
用
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
安
楽
集
』
は
「
如
華
厳
経
云
」
と
引
用
し
て
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い
る
こ
と
か
ら
宗
暁
は
、『
安
楽
集
』
で
は
な
く
、『
宗
鏡
録
』
を
参
照
し
て
、
こ
の
文
章
を
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、『
安
楽
集
』
は
、
延
寿
の
引
用
に
よ
り
西
暦
十
世
紀
ま
で
は
中
国
に
存
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
従
来
の
学
説
を
修

正
で
き
た
と
考
え
る
。

二
、『
無
量
寿
観
経
纘
述
』
に
見
ら
れ
る
『
安
楽
集
』

　

龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
の
敦
煌
古
逸
観
経
疏
に
、『
無
量
寿
観
経
纘
述
』
の
断
片
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
無
量
寿
観
経
纘
述
』（
甲

本
）、（
乙
本
）
で
あ
る
。
こ
の
他
に
『
敦
煌
宝
蔵
』
五
七
巻
、『
大
正
』
八
五
巻
『
無
量
寿
観
経
義
記
』
と
称
す
る
テ
キ
ス
ト
が
、『
無

量
寿
観
経
纘
述
』
の
断
片
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
『
安
楽
集
』
本
文
が
確
認
で
き
る
の
は
、（
甲
本
）、（
乙
本
）
の
二
本
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、『
無
量
寿
観
経
纘
述
』
と
『
安
楽
集
』
本
文
（
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
鎌
倉
時
代
本
）
と
を
比
較
し
て
、『
無
量
寿
観
経
纘

述
』
の
著
者
が
参
照
し
た
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
を
探
り
た
い
。

①
（
安
）「
皆
云
阿
彌
陀
佛
是
化
身
、
土
亦
是
化
土
此
爲
大
失
也
」（
五
八
〇
頁
）
と
な
っ
て
い
る
が
、（
甲
）「
皆
云
阿
彌
陀
佛
是
化
身
、

此
爲
大
夫
」
と
な
っ
て
お
り
、『
無
量
寿
観
経
纘
述
』
甲
本
に
は
著
者
の
意
図
、
あ
る
い
は
筆
写
者
の
意
識
的
、
無
意
識
的
か
ど
う
か

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
土
亦
是
化
土
」
と
い
う
語
句
が
欠
け
て
い
る
。
ま
た
、「
失
也
」
と
「
夫
」
の
異
同
で
あ
る
が
、『
無
量
寿

観
経
纘
述
』
甲
本
を
支
持
す
る
テ
キ
ス
ト
は
見
当
た
ら
な
い
。

②
（
安
）「
龍
主
如
來
」（
五
八
〇
頁
）、（
甲
）「
龍
王
如
來
」。「
龍
王
」
と
な
っ
て
い
る
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
は
、
龍
谷
大
学
所
蔵

宝
永
元
年
本
（
崎
陽
本
）
で
あ
る
。
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
、『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
、
龍
谷
大
学
所
蔵
正
平
二
年
本
は
、「
龍
主
王
如
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來
」
と
な
っ
て
お
り
、『
無
量
寿
観
経
纘
述
』
甲
本
を
支
持
す
る
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
は
見
当
た
ら
な
い
。

③
（
安
）「
由
如
今
日
踊
歩
如
來
」（
五
八
〇
頁
）、（
甲
）「
猶
若
今
日
踊
歩
健
如
來
」。「
猶
若
」
を
支
持
し
て
い
る
の
は
、
高
野
山
宝

寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
、「
健
」
を
支
持
し
て
い
る
の
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
、
龍
谷
大
学
所
蔵
元
禄
十
一
年
本
（
義

山
本
）、『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
で
あ
る
。
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
は
、「
由
如
今
日
踊
戒
属
如
來
」
と
な
っ
て
い
る
。

④
（
安
）「
穢
濁
世
中
如
現
成
佛
者
」（
五
八
〇
頁
）、（
甲
）「
穢
濁
世
中
現
成
佛
者
」。『
無
量
寿
観
経
纘
述
』
甲
本
を
支
持
し
て
い
る

テ
キ
ス
ト
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
、『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
あ
る
。

⑤
（
安
）「
一
切
正
法
一
切
像
法
一
切
末
法
」（
五
八
〇
頁
）、（
甲
）「
一
切
正
法
一
切
像
法
一
切
滅
法
」。『
無
量
寿
観
経
纘
述
』
甲
本

を
支
持
し
て
い
る
の
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
あ
る
。

以
上
が
『
無
量
寿
観
経
纘
述
』
甲
本
と
の
異
同
で
あ
る
。

⑥
（
安
）「
但
非
我
出
此
土
」（
五
八
一
頁
）、（
乙
）「
非
但
我
出
此
土
」。「
非
但
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永

三
年
本
、
龍
谷
大
学
所
蔵
元
禄
十
一
年
本
（
義
山
本
）、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
あ
る
。

⑦
（
安
）「
阿
彌
陀
佛
有
父
母
」（
五
八
一
頁
）、（
乙
）「
阿
彌
陀
佛
有
父
母
耶
既
有
父
母
」。『
無
量
寿
観
纘
述
』
乙
本
を
支
持
す
る
テ

キ
ス
ト
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
強
い
て
言
え
ば
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
が
「
阿
彌
陀
佛
有
父
母

若
有
父
母
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
無
量
寿
観
経
纘
述
』
に
見
ら
れ
る
『
安
楽
集
』
本
文
は
、
用
例
の
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
確
定
的
な
こ
と
は

言
え
な
い
が
、
七
例
の
中
で
③
④
⑤
⑥
の
文
か
ら
判
断
し
て
比
較
的
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
、
も
し
く
は
大
谷
大
学
所
蔵
順

芸
本
の
特
徴
が
強
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

（

（
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三
、『
敦
煌
宝
蔵
』
第
一
一
〇
巻
所
収
『
安
楽
集
』
断
片

　
『
敦
煌
宝
蔵
』
第
一
一
〇
巻
に
『
安
楽
集
』
断
片
で
あ
る
が
、
そ
の
写
真
版
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
も
、

現
存
す
る
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
と
対
照
し
て
み
よ
う
。

①
（
安
）「
要
須
発
菩
提
心
為
源
」（
五
八
七
頁
）、（
敦
）「
要
須
発
菩
提
心
為
原
」。「
原
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所

蔵
天
永
三
年
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
あ
る
。

②
（
安
）「
云
何
菩
提
者
乃
是
无
上
佛
道
之
名
也
」（
五
八
七
頁
）、（
敦
）「
言
菩
提
者
乃
是
无
上
佛
道
之
名
」。『
敦
煌
宝
蔵
』
第
一
一

〇
巻
所
収
『
安
楽
集
』
断
片
を
支
持
す
る
テ
キ
ス
ト
は
な
い
。

③
（
安
）「
三
者
化
身
菩
提
也
」（
五
八
七
頁
）、（
敦
）「
三
者
化
身
菩
提
」。
敦
煌
宝
蔵
を
支
持
し
て
い
る
の
は
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本

で
あ
る
。

④
（
安
）「
理
出
天
眞
不
假
脩
成
名
為
法
身
佛
道
體
本
名
曰
菩
提
」（
五
八
七
頁
）、（
敦
）「
不
假
脩
成
名
為
法
身
菩
提
」。
筆
者
が
確
認

し
た
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
類
の
中
で
敦
煌
宝
蔵
を
支
持
し
て
い
る
の
は
な
か
っ
た
。

⑤
（
安
）「
言
化
身
菩
提
者
」（
五
八
七
頁
）、（
敦
）「
三
化
身
菩
提
者
」。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本

が
『
敦
煌
宝
蔵
』
第
一
一
〇
巻
所
収
『
安
楽
集
』
断
片
を
支
持
し
て
い
る
。

⑥
（
安
）「
謂
從
報
起
用
能
趣
万
機
名
為
化
身
」（
五
八
七
頁
）、（
敦
）「
謂
從
真
起
用
能
赴
万
機
名
為
化
身
」。「
真
」
を
支
持
し
て
い

る
テ
キ
ス
ト
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、「
赴
」
を
支
持
し
て
い
る
の
は
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本

で
あ
る
。

（
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以
上
、
わ
ず
か
な
用
例
で
、
し
か
も
②
④
に
つ
い
て
は
ど
の
テ
キ
ス
ト
の
系
統
で
あ
る
の
か
、
判
明
し
な
か
っ
た
の
で
、
確
実
な
こ

と
は
言
え
な
い
が
、
①
③
⑤
⑥
か
ら
判
断
し
て
『
敦
煌
宝
蔵
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
安
楽
集
』
断
片
は
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三

年
本
、
あ
る
い
は
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
の
傾
向
が
や
や
強
い
の
で
は
な
い
か
。
何
よ
り
重
要
な
こ
と
は
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
に
お
け

る
字
句
の
異
同
が
、
唐
代
に
お
い
て
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
が
他
の
テ
キ
ス
ト
に
比
し
て
よ
り

古
い
情
報
を
我
々
に
提
供
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

四
、
日
本
諸
師
の
引
用
さ
れ
た
『
安
楽
集
』

　

こ
の
章
で
は
、
日
本
の
諸
師
に
引
用
さ
れ
た
道
綽
『
安
楽
集
』
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
流
伝
や
系
統
な
ど
を
意
識
し
な
が
ら
、

彼
ら
が
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
の
ど
の
系
統
の
も
の
を
参
照
し
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
『
安
楽
集
』
は
古
く
は
奈
良
時
代
の
天
平
十
四
年
（
西
暦
七
四
二
年
）
に
初
め
て
書
写
さ
れ
て
、
奈
良
時
代
末
ま
で
は
、
十
二
回
も

書
写
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
最
初
の
『
安
楽
集
』
に
引
用
は
源
信
（
西
暦
九
四
二
〜
一
〇
一
七
年
）『
往
生
要
集
』（
西

暦
九
八
五
年
）
で
あ
る
。
こ
の
『
往
生
要
集
』
に
は
多
数
の
『
安
楽
集
』
本
文
の
引
用
文
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、『
安
楽
集
』
本
文
と

『
往
生
要
集
』
の
引
用
文
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

①
（
安
）「
是
報
土
」（
五
七
九
頁
）、（
往
）「
是
報
佛
報
土
」（
一
二
〇
二
頁
）。『
安
楽
集
』
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
「
是

報
佛
土
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
テ
キ
ス
ト
は
「
是
報
土
」
と
な
っ
て
お
り
、『
往
生
要
集
』
の
引
用
文
を
支
持
し
て
い
る
も

の
は
な
い
。
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②
（
安
）「
由
如
今
日
踊
歩
如
来
魔
恐
怖
如
来
」（
五
八
〇
頁
）、（
往
）「
由
如
今
日
踊
歩
健
如
来
魔
恐
怖
如
来
」（
一
二
〇
二
頁
）。
龍

谷
大
学
所
蔵
元
禄
十
一
年
本
（
義
山
版
）、『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
が
「
踊
歩
健
如
来
」、
そ
れ
に
対
し
て
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
は

「
踊
戒
属
如
来
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
龍
谷
大
学
所
蔵
元
禄
十
一
年
本
（
義
山
版
）、『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
『
安
楽

集
』
と
、『
往
生
要
集
』
の
引
用
文
と
が
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

③
（
安
）「
此
是
報
身
、
示
現
隠
没
相
」（
五
八
〇
頁
）、（
往
）「
此
是
報
身
、
現
隠
没
相
」（
一
二
〇
二
頁
）「
示
」
の
出
入
の
み
で
あ

る
。
こ
こ
で
の
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
間
で
の
字
句
の
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。

④
（
安
）「
此
心
究
竟
等
若
虚
空
。
此
心
長
遠
盡
未
来
際
」（
五
八
七
頁
）、（
往
）「
此
心
長
遠
盡
未
来
際
」（
一
〇
七
六
頁
）。
親
鸞
も

こ
の
文
を
『
教
行
信
証
』
の
中
で
引
用
し
て
い
る
が
、『
往
生
要
集
』
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
源
信
、
親
鸞
の
二
人
と
も
同
じ

『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
を
見
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑤
（
安
）「
傾
無
始
生
死
有
淪
」（
五
八
七
頁
）、（
往
）「
傾
無
始
生
死
有
淪
」（
一
〇
七
六
頁
）。
こ
こ
で
は
、
両
者
と
も
一
致
し
て
い

る
が
、『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
で
は
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
「
淪
」
で
は
な
く
「
輪
」
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
『
往
生

要
集
』
テ
キ
ス
ト
で
も
「
輪
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
龍
谷
大
学
所
蔵
建
長
五
年
本
と
龍
谷
大
学
所
蔵
室
町
時

代
本
で
あ
る
。

⑥
（
安
）「
汝
以
三
界
繋
業
為
重
、
疑
彼
少
時
念
佛
為
軽
」（
六
〇
〇
頁
）、（
往
）「
豈
以
三
界
繋
業
為
重
、
疑
彼
少
時
念
法
為
軽
」（
一

二
二
二
頁
）。
こ
こ
で
は
両
者
と
も
そ
れ
ぞ
れ
テ
キ
ス
ト
間
の
字
句
の
異
同
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

⑦
（
安
）「
斯
須
之
項
富
貴
盈
望
」（
六
〇
〇
頁
）、（
往
）「
斯
須
之
項
富
貴
盈
望
」（
一
二
二
二
頁
）。
龍
谷
大
学
所
蔵
元
禄
十
一
年
本

（
義
山
本
）、『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
が
、「
斯
須
之
頃
富
貴
盈
望
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
源
信
が
『
往
生
要
集
』
を
著
す
際
に
、
実
際
に
参
照
し
て
い
た
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
あ
る
場
合
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は
高
野
山
宝
寿
院
鎌
倉
時
代
刊
本
、
龍
谷
大
学
所
蔵
元
禄
十
一
年
本
（
義
山
版
）
を
支
持
し
て
い
る
の
で
、
残
念
な
が
ら
確
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

藤
原
頼
通
（
西
暦
九
九
二
年
〜
一
〇
七
四
年
）
の
側
近
で
あ
っ
た
源
隆
国
（
西
暦
一
〇
〇
四
年
〜
一
〇
七
七
年
）『
安
養
集
』（
西
暦

一
〇
七
一
年
）
に
も
『
安
楽
集
』
本
文
が
数
多
く
散
見
さ
れ
る
。

①
（
安
）「
第
一
大
門
中
明
教
興
所
由
」（
五
七
四
頁
）、（
養
）「
第
一
大
門
中
有
明
教
興
所
由
」（
四
九
五
頁
）。
こ
れ
を
支
持
し
て
い

る
の
は
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
あ
る
。

②
（
安
）「
常
當
観
察
時
方
便
」（
五
七
四
頁
）、（
養
）「
常
當
観
察
時
方
便
」（
四
九
五
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が

「
當
當
観
察
時
方
便
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
は
高
野
山
宝
寿
院
鎌
倉
時
代
刊
本
を
は
じ
め
す
べ
て
「
常
當
観
察
時
方
便
」
で
あ

る
。

③
（
安
）「
若
折
乾
薪
以
見
火
火
不
可
得
无
智
故
」（
五
七
四
頁
）、（
養
）「
若
折
乾
薪
以
見
火
火
不
可
得
无
智
故
」（
四
九
五
頁
）。
龍

谷
大
学
所
蔵
正
平
二
年
本
、『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
、
龍
谷
大
学
所
蔵
寛
政
八
年
本
が
「
若
折
乾
薪
以
見
水
水
不
可
得
无
智
故
」
と
な

っ
て
い
る
。

④
（
安
）「
我
諸
弟
子
学
慧
得
堅
固
」（
五
七
四
頁
）、（
養
）「
我
諸
弟
子
学
慧
得
堅
固
」（
四
九
五
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
鎌
倉
時

代
本
、
龍
谷
大
学
所
蔵
正
平
二
年
本
が
「
我
諸
弟
子
学
慧
得
固
堅
」
と
な
っ
て
お
り
、「
堅
固
」
が
「
固
堅
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

以
外
は
高
野
山
宝
寿
院
鎌
倉
時
代
刊
本
を
は
じ
め
す
べ
て
「
我
諸
弟
子
学
慧
得
堅
固
」
で
あ
る
。

⑤
（
安
）「
学
多
聞
読
誦
得
堅
固
」（
五
七
四
頁
）、（
養
）「
学
多
聞
読
誦
得
堅
固
」（
四
九
五
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本

が
「
学
多
聞
讃
誦
得
堅
固
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
高
野
山
宝
寿
院
鎌
倉
時
代
刊
本
を
は
じ
め
す
べ
て
「
学
多
聞
読

（
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誦
得
堅
固
」
で
あ
る
。

⑥
（
安
）「
又
若
去
聖
近
即
前
者
修
定
修
慧
是
其
正
学
」（
五
七
五
頁
）、（
養
）「
又
来
若
去
聖
近
時
若
者
修
定
修
慧
是
甚
正
学
（
四
九

五
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
は
「
又
近
来
若
去
聖
近
即
者
修
定
修
慧
是
正
学
」、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
は
「
又
来
去

聖
近
時
者
修
定
修
慧
是
其
正
学
」
と
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
一
致
し
な
い
が
、（
養
）
と
近
い
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。

⑦
（
安
）「
然
大
聖
弘
慈
勧
歸
極
楽
」（
五
七
五
頁
）、（
養
）「
然
大
聖
弘
慈
歎
歸
極
楽
」（
四
九
五
頁
）。（
養
）
を
支
持
し
て
い
る
の
は
、

大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
あ
る
。
龍
谷
大
学
所
蔵
正
平
二
年
本
、『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
、
龍
谷
大
学
元
禄
十
一
年
本
（
義
山
版
）
で

は
「
然
大
聖
加
慈
勧
歸
極
楽
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑧
（
安
）「
若
欲
抜
尋
衆
典
勧
處
彌
多
」（
五
七
五
頁
）、（
養
）「
若
欲
披
尋
衆
典
勧
處
彌
多
」（
四
九
五
頁
）。
こ
こ
で
は
高
野
山
宝
寿

院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
「
若
欲
抜
求
衆
典
勧
處
彌
多
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑨
（
安
）「
一
者
口
説
十
二
部
経
」（
五
七
八
頁
）、（
養
）「
一
者
口
説
十
二
部
経
」（
一
〇
五
頁
）。
龍
谷
大
学
所
蔵
正
平
二
年
本
が
、

「
一
者
世
口
説
十
二
部
経
」
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
高
野
山
宝
寿
院
鎌
倉
時
代
刊
本
を
は
じ
め
す
べ
て
「
一
者
口
説
十
二
部
経
」
で
あ

る
。

⑩
（
安
）「
无
問
佛
身
現
在
過
去
」（
五
七
八
頁
）、（
養
）「
无
問
佛
身
現
在
過
去
」（
一
〇
五
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本

が
「
无
間
佛
身
現
在
過
去
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
高
野
山
宝
寿
院
鎌
倉
時
代
刊
本
を
は
じ
め
す
べ
て
「
无
問
佛
身
現
在
過

去
」
で
あ
る
。

⑪
（
安
）「
雖
有
根
牙
猶
未
出
土
」（
五
七
八
頁
）、（
養
）「
雖
有
根
牙
猶
未
出
土
」（
一
〇
五
頁
）。『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
「
雖
有
根
芽

猶
未
出
土
」、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
「
雖
有
根
牙
猶
未
生
土
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
高
野
山
宝
寿
院
鎌
倉
時
代

刊
本
を
は
じ
め
す
べ
て
「
雖
有
根
牙
猶
未
出
土
」
で
あ
る
。
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⑫
（
安
）「
問
曰
計
一
切
衆
生
念
佛
之
功
亦
應
一
切
可
知
」（
五
七
九
頁
）、（
養
）「
問
曰
許
一
切
衆
生
念
佛
之
功
亦
應
可
知
」（
一
〇
六

頁
）。
こ
こ
で
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
「
問
計
一
衆
生
念
佛
之
功
亦
應
一
切
可
知
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑬
（
安
）「
若
持
師
子
乳
一
渧
投
之
」（
五
七
九
頁
）、（
養
）「
若
將
師
子
乳
一
渧
投
之
」（
一
〇
六
頁
）。（
養
）「
若
將
師
子
乳
一
渧
」

を
支
持
し
て
い
る
の
は
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
あ
る
。

⑭
（
安
）「
土
亦
是
化
土
」（
五
八
〇
頁
）、（
養
）「
土
亦
是
化
」（
二
八
〇
頁
）。
こ
こ
で
（
養
）
を
支
持
し
て
い
る
の
は
、
大
谷
大
学

所
蔵
順
芸
本
、
及
び
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
で
あ
る
。

⑮
（
安
）「
由
如
今
日
踊
歩
如
来
魔
恐
怖
如
来
」（
五
八
〇
頁
）、（
養
）「
由
如
今
日
誦
歩
如
来
魔
恐
怖
如
来
」（
二
八
〇
頁
）。『
七
祖
聖

教
』
所
収
本
が
「
由
如
今
日
踊
歩
健
如
来
魔
恐
怖
如
来
」、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
は
、「
由
如
今
日
踊
戒
屬
如
来
魔
恐
怖
如
来
」
と
な

っ
て
い
る
。

⑯
（
安
）「
穢
濁
世
中
如
現
成
佛
者
當
成
佛
者
」（
五
八
〇
頁
）、（
養
）「
穢
濁
世
中
現
成
佛
者
當
成
佛
者
」（
二
八
〇
頁
）。
こ
こ
で

（
養
）
を
支
持
し
て
い
る
の
は
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
、
及
び
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
で
あ
る
。

⑰
（
安
）「
乃
至
住
持
一
切
正
法
一
切
像
法
一
切
末
法
」（
五
八
〇
頁
）、（
養
）「
乃
至
住
數
一
切
正
法
一
切
像
法
一
切
滅
法
」（
二
八
〇

頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
鎌
倉
時
代
本
「
乃
至
住
持
一
切
正
法
一
切
像
法
一
切
未
法
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天

永
三
年
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
は
「
乃
至
住
持
一
切
正
法
一
切
像
法
一
切
滅
法
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑱
（
安
）「
觀
世
音
菩
薩
次
補
佛
處
」（
五
八
〇
頁
）、（
養
）「
觀
音
菩
薩
次
補
佛
處
」（
二
八
一
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年

本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
の
二
本
が
、（
養
）
を
支
持
し
て
い
る
。

⑲
（
安
）「
就
初
發
菩
提
心
内
有
四
番
一
出
菩
提
心
功
用
」（
五
八
六
頁
）、（
養
）「
就
菩
提
心
内
有
四
番
一
出
菩
提
心
功
用
」（
七
三

頁
）。（
養
）
を
支
持
し
て
い
る
の
は
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
あ
る
。
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⑳
（
安
）「
答
曰
菩
提
正
體
理
求
無
相
」（
五
八
八
頁
）、（
養
）「
答
曰
菩
提
正
體
理
無
求
相
」（
七
三
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永

三
年
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
が
、（
養
）
を
支
持
し
て
い
る
。

㉑
（
安
）「
少
分
似
同
據
體
大
別
有
其
四
種
」（
五
九
五
頁
）、（
養
）「
少
分
似
同
據
體
大
別
有
其
四
種
」（
二
二
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院

所
蔵
天
永
三
年
本
は
、「
少
分
似
同
處
體
大
別
其
四
種
」
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
高
野
山
宝
寿
院
鎌
倉
時
代
刊
本
を
は
じ
め
す
べ
て

「
少
分
似
同
據
體
大
別
有
其
四
種
」
で
あ
る
。

㉒
（
安
）「
第
八
挍
量
願
生
十
方
浄
土
」（
五
九
六
頁
）、（
養
）「
第
八
教
願
生
十
方
浄
土
」（
三
一
頁
）。
こ
こ
で
も
（
養
）
を
支
持
し

て
い
る
の
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
の
二
本
で
あ
る
。

㉓
（
安
）「
若
能
依
願
修
行
莫
不
獲
益
」（
五
九
七
頁
）、（
養
）「
若
能
依
願
莫
不
獲
益
」（
三
一
頁
）。
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
は
、
こ

こ
で
は
（
養
）
で
は
な
く
、（
安
）
と
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
、「
若
能
依
願
往
莫
不
獲
益
」
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

㉔
（
安
）「
不
思
議
智
力
者
能
以
少
作
多
」（
五
九
九
頁
）、（
養
）「
不
思
議
智
者
力
能
曰
少
作
多
」（
九
七
頁
）。（
養
）
を
支
持
す
る
テ

キ
ス
ト
は
見
当
た
ら
な
い
。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
は
「
不
思
議
智
者
力
能
以
少
作
多
」
と
な
っ

て
い
る
。

㉕
（
安
）「
業
道
如
秤
重
處
先
牽
」（
六
〇
〇
頁
）、（
養
）「
業
道
如
稱
重
處
先
牽
」（
九
八
頁
）。（
養
）
を
支
持
し
て
い
る
の
は
、
高
野

山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
の
二
本
で
あ
る
。

㉖
（
安
）「
自
依
止
有
後
心
有
間
心
生
今
此
十
念
者
依
止
無
後
心
無
間
心
起
」（
六
〇
一
頁
）、（
養
）「
自
依
止
有
有
心
有
間
心
生
今
此

十
念
者
依
止
無
有
心
無
間
心
起
」（
八
六
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
の
二
本
は
、「
自
依
止
無

有
有
心
有
間
心
生
今
此
十
念
者
依
止
無
有
心
無
間
心
起
」
と
な
っ
て
い
る
。
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以
上
見
て
き
た
よ
う
に
用
例
を
二
六
文
を
採
り
上
げ
た
が
、
⑥
⑮
⑰
㉓
㉔
㉖
以
外
は
、
す
な
わ
ち
、
二
六
文
中
二
〇
文
が
実
に
大
谷

大
学
所
蔵
順
芸
本
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
②
③
④
⑤
⑨
⑩
⑪
㉑
の
八
文
が
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
鎌
倉
時
代
刊
本
を
支
持

し
て
い
る
。
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
源
隆
国
が
『
安
養
集
』
を
編
集
す
る
際
に
、
参
考
と
し
た
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
は
、

大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
順
芸
本
（
高
山
寺
旧
蔵
本
敷
写
本
）
傾
向
が
強
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

次
に
永
観
（
西
暦
一
〇
三
三
〜
一
一
一
一
年
）
の
『
往
生
拾
因
』（
西
暦
一
一
〇
三
年
）（（
拾
）
と
す
る
）
を
見
て
み
よ
う
。

①
（
安
）「
如
禁
呪
辭
曰
」（
六
〇
六
頁
）、（
拾
）「
如
禁
呪
辭
曰
」（
大
正
八
四
巻
九
四
下
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が

「
如
禁
呪
解
曰
」
と
な
っ
て
い
る
。

②
（
安
）「
或
復
有
人
患
脚
轉
筋
」（
六
〇
六
頁
）、（
拾
）「
或
復
有
人
患
脚
轉
筋
」（
大
正
八
四
巻
九
四
下
）
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永

三
年
本
が
「
或
復
有
人
患
脚
轉
薢
」
と
な
っ
て
お
り
、
ど
う
い
う
わ
け
か
「
筋
」
の
文
字
が
「

」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

③
（
安
）「
十
方
佛
國
皆
悉
嚴
淨
。
隨
願
並
得
往
生
」（
六
三
一
頁
）、（
拾
）「
十
方
佛
國
皆
悉
嚴
淨
。
隨
願
並
得
往
生
」（
大
正
八
四
巻

九
五
上
）。
こ
こ
で
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
、
及
び
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
の
二
本
が
、「
十
方
佛
國
皆
悉
嚴
淨
。
經
云

隨
願
並
得
往
生
」
と
な
っ
て
い
る
。

④
（
安
）「
須
彌
四
域
經
云
」（
六
三
二
頁
）、（
拾
）「
須
彌
四
域
經
云
」（
大
正
八
四
巻
九
五
中
）。
こ
こ
で
も
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵

天
永
三
年
本
、
及
び
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
の
二
本
が
、
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
須
彌
四
城
經
云
」
と
な
っ
て
お

り
、「
域
」
が
「
城
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑤
（
安
）「
縦
有
天
人
来
下
但
用
項
光
照
用
」（
六
三
二
頁
）、（
拾
）「
縦
有
天
人
来
下
但
用
頂
光
照
用
」（
大
正
八
四
巻
九
五
中
）。
高

野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
は
「
縦
有
天
人
来
下
但
用
須
光
照
用
」、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
は
「
従
有
天
人
来
下
但
用
項
光
照
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用
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑥
（
安
）「
即
伏
羲
女
媧
是
」（
六
三
二
頁
）、（
拾
）「
即
伏
羲
女
媧
是
」（
大
正
八
四
巻
九
五
中
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本

は
「
即
伏
義
女
媧
是
」、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
は
「
即
伏
犠
女
媧
是
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑦
（
安
）「
其
土
衆
生
唯
食
菓
子
」（
五
九
七
頁
）、（
拾
）「
其
土
衆
生
草
子
為
食
」（
大
正
八
四
巻
九
六
中
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天

永
三
年
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
は
「
其
土
衆
生
唯
食
草
子
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑧
（
安
）「
逢
者
相
噉
」（
五
九
七
頁
）、（
拾
）「
逢
者
相
噉
」（
大
正
八
四
巻
九
六
中
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
で
は
「
逢

者
相
敢
」、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
は
「
逢
著
相
噉
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
八
例
を
見
て
き
た
が
、
永
観
が
参
照
し
た
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
は
、
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
が
示
し
て
い
る
通
り
、
高
野
山
宝

寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。（
安
）
の
底
本
や
校
勘
記
に
お
い

て
異
読
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
鎌
倉
時
代
刊
本
、
あ
る
い
は
龍
谷
大
学
所
蔵
正
平
二
年
本
、『
七
祖
聖
教
』
所
収

本
、
龍
谷
大
学
所
蔵
元
禄
十
一
年
本
（
義
山
版
）
の
い
ず
れ
か
の
系
統
で
あ
ろ
う
。

　

珍
海
（
西
暦
一
〇
九
一
〜
一
一
五
二
年
）『
決
定
往
生
集
』（
西
暦
一
一
四
二
年
）（（
決
）
と
す
る
）。

①
（
安
）「
如
有
人
對
敵
破
陣
」（
六
〇
二
頁
）、（
決
）「
又
有
人
對
敵
破
陣
」（
大
正
八
四
巻
一
一
二
下
）。
こ
こ
で
（
決
）
を
支
持
し

て
い
る
の
は
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
で
あ
る
。

　

一
例
の
み
で
あ
る
の
で
、
確
定
的
な
結
論
を
出
す
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
は
あ
る
が
、
と
も
か
く
こ
こ
で
は
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天

永
三
年
本
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

八
七

道
綽
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
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編
者
不
明
『
安
養
抄
』（
白
河
院
政
期
）（（
抄
）
と
す
る
）。
源
隆
国
『
安
養
集
』
と
同
様
、
浄
土
教
に
関
す
る
参
考
資
料
集
的
な
書

で
あ
る
。

①
（
安
）「
現
在
彌
陀
是
報
佛
極
楽
寶
莊
嚴
國
是
報
土
」（
五
七
九
頁
）、（
抄
）「
現
在
阿
彌
陀
是
報
佛
極
楽
寶
莊
嚴
國
是
報
淨
土
」（
大

正
八
四
巻
一
二
七
上
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
「
現
在
彌
陀
是
報
佛
極
楽
寶
莊
嚴
國
是
報
佛
土
」
と
な
っ
て
い
る
。

②
（
安
）「
土
亦
是
化
土
」（
五
八
〇
頁
）、（
抄
）「
土
亦
是
化
」（
大
正
八
四
巻
一
二
七
上
）。
こ
こ
で
は
（
抄
）
を
支
持
し
て
い
る
の

は
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
あ
る
。

③
（
安
）「
觀
世
音
菩
薩
次
補
佛
處
」（
五
八
〇
頁
）、（
抄
）「
觀
音
菩
薩
次
補
佛
處
」（
大
正
八
四
巻
一
二
七
中
）。
こ
こ
で
（
抄
）
を

支
持
し
て
い
る
の
は
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
で
あ
り
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
は
、「
觀
音
次
補
佛
處
」
と
な
っ
て
い
る
。

④
（
安
）「
但
非
我
出
此
土
一
切
如
來
亦
復
如
是
」（
五
八
一
頁
）、（
抄
）「
非
但
我
出
此
土
一
切
如
來
亦
復
如
是
」（
大
正
八
四
巻
一
二

七
中
）。（
抄
）
を
支
持
し
て
い
る
の
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
、
龍
谷
大
学
所
蔵
元
禄
十
一
年

本
（
義
山
版
）
で
あ
る
。

⑤
（
安
）「
要
須
發
菩
提
心
爲
源
」（
五
八
七
頁
）、（
抄
）「
要
須
發
菩
提
心
爲
源
」（
大
正
八
四
巻
一
二
七
中
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵

天
永
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
は
「
要
須
發
菩
提
心
爲
原
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑥
（
安
）「
恒
擬
運
度
爲
懐
」（
五
八
七
頁
）、（
抄
）「
恒
擬
運
度
爲
情
懐
」（
大
正
八
四
巻
一
三
九
下
）。（
抄
）
を
支
持
し
て
い
る
の
は

高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
で
あ
る
。

⑦
（
安
）「
第
九
據
攝
論
與
此
經
相
違
」（
五
九
七
頁
）、（
抄
）「
第
九
據
攝
論
與
此
經
相
違
」（
大
正
八
四
巻
一
五
八
上
）。
高
野
山
宝

寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
「
第
九
據
論
與
此
經
相
違
」
と
な
っ
て
お
り
、「
攝
」
の
字
が
脱
落
し
て
い
る
。

⑧
（
安
）「
依
攝
論
云
噵
佛
別
時
意
語
」（
五
九
八
頁
）、（
抄
）「
依
攝
論
云
噵
佛
別
時
意
語
」（
大
正
八
四
巻
一
五
八
上
）。
こ
こ
で
も

八
八
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高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
依
攝
論
云
佛
別
時
意
語
」
と
な
っ
て
お
り
、「
噵
」
の
字
が
脱
落

し
て
い
る
。

⑨
（
安
）「
但
得
作
因
、
未
即
得
生
」（
五
九
八
頁
）、（
抄
）
得
作
因
、
未
即
得
生
」（
大
正
八
四
巻
一
五
八
上
）。
ま
た
こ
こ
で
も
高
野

山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
但
得
作
因
、
未
得
即
生
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑩
（
安
）「
皆
明
先
因
後
果
理
数
炳
然
」（
五
九
八
頁
）、（
抄
）「
皆
明
先
因
後
果
理
数
炳
然
」（
大
正
八
四
巻
一
五
八
上
）。
高
野
山
宝

寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
は
「
皆
先
因
後
果
理
数
恆
然
」
で
あ
る
。
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
は
「
皆
明
先
因
後
果
理
数
恆
然
」
と
な
っ
て

い
る
。

⑪
（
安
）「
若
經
供
養
一
恒
河
沙
諸
佛
」（
五
九
八
頁
）、（
抄
）「
若
經
供
養
一
恒
河
沙
諸
佛
」（
大
正
八
四
巻
一
五
八
上
）。
高
野
山
宝

寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
は
「
若
經
供
養
一
恒
沙
諸
佛
」
と
な
っ
て
お
り
、「
河
」
の
字
が
脱
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑫
（
安
）「
善
知
識
尚
不
可
逢
遇
」（
五
九
九
頁
）、（
抄
）
善
知
識
尚
不
可
逢
遇
」（
大
正
八
四
巻
一
五
八
中
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天

永
三
年
本
は
「
善
知
識
尚
不
可
逢
過
」
と
な
っ
て
お
り
、「
遇
」
の
字
が
「
過
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑬
（
安
）「
以
一
金
銭
貿
得
千
金
銭
」（
五
九
九
頁
）、（
抄
）「
以
一
金
銭
貨
得
千
金
銭
」（
大
正
八
四
巻
一
五
八
中
）。
高
野
山
宝
寿
院

所
蔵
天
永
三
年
本
は
「
以
一
金
銭
質
得
千
金
銭
」
と
な
っ
て
い
て
、「
貨
」
が
「
質
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、『
安
養
抄
』
に
引
用
さ
れ
た
『
安
楽
集
』
を
見
て
き
た
が
、
②
③
④
⑥
の
よ
う
に
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
を
支
持

し
て
い
る
が
、
⑦
⑧
⑨
⑪
⑫
⑬
は
支
持
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
用
例
十
三
の
中
で
、
②
④
⑦
⑧
⑨
⑪
⑫
⑬
の
八
つ
は
、
大
谷
大

学
所
蔵
順
芸
本
を
支
持
し
、
⑤
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
の
七
つ
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
鎌
倉
時
代
刊
本
を
支
持
し
て
い
る
。

　

法
然
（
西
暦
一
一
三
三
〜
一
二
一
二
年
）『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
西
暦
一
一
九
八
年
）。
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①
（
安
）「
不
出
火
宅
」（
六
一
二
頁
）、（
選
）「
不
出
火
宅
」（
一
二
五
三
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
「
不
出
宅
」
と

あ
り
、「
火
」
と
い
う
文
字
は
な
い
。

②
（
安
）「
一
由
去
大
聖
逢
遠
」（
六
一
二
頁
）、（
選
）「
一
由
去
大
聖
逢
遠
」（
一
二
五
三
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が

「
一
由
玄
大
聖
逢
遠
」
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
去
」
の
文
字
が
「
玄
」
と
な
っ
て
い
る
。

③
（
安
）「
當
今
末
法
現
是
五
濁
惡
世
」（
六
一
二
頁
）、（
選
）「
當
今
末
法
是
五
濁
惡
世
」（
一
二
五
三
頁
）。
こ
こ
で
は
『
安
楽
集
』

テ
キ
ス
ト
の
中
で
は
異
読
は
な
い
。
し
か
し
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』
テ
キ
ス
ト
間
で
異
読
の
確
認
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、『
七
祖
聖

教
』
所
収
本
で
は
、「
當
今
末
法
現
是
五
濁
惡
世
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』
に
見
ら
れ
る
『
安
楽
集
』
の
文
を
紹
介
し
た
が
、
用
例
は
少
な
い
の
で
、
こ
こ
で
も
確
定
的
な
こ
と

は
言
え
な
い
が
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
で
は
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
①
②
か
ら
判
断
す
る
と
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
鎌

倉
時
代
刊
本
の
系
統
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

親
鸞
（
西
暦
一
一
七
三
〜
一
二
六
二
年
）『
教
行
信
証
』。

①
（
安
）「
明
教
興
所
由
」（
五
七
四
頁
）、（
教
）「
有
明
教
興
所
由
」（
二
一
二
頁
）。
こ
こ
で
（
教
）
を
支
持
し
て
い
る
の
は
、
大
谷

大
学
所
蔵
順
芸
本
で
あ
る
。

②
（
安
）「
常
當
觀
察
時
方
便
」（
五
七
四
頁
）、（
教
）「
常
當
觀
察
時
方
便
」（
二
一
二
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
で
は

「
當
觀
察
時
方
便
」
と
な
っ
て
い
て
、「
常
」
の
字
が
な
い
。

③
（
安
）「
若
折
乾
薪
以
采
火
火
不
可
得
」（
五
七
四
頁
）、（
教
）「
若
折
乾
薪
以
采
水
水
不
可
得
」（
二
一
二
頁
）。
こ
こ
で
（
教
）
を

支
持
し
て
い
る
の
は
、
龍
谷
大
学
所
蔵
正
平
二
年
本
と
『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
の
二
本
で
あ
る
。
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④
（
安
）「
學
多
聞
讀
誦
」（
五
七
四
頁
）、（
教
）「
學
多
聞
讀
誦
」（
二
一
二
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
「
學
多
聞
讃

誦
」
と
な
っ
て
い
る
。「
讀
」
の
字
が
「
讃
」
で
あ
る
。

⑤
（
安
）「
應
稱
佛
名
號
時
」（
五
七
五
頁
）、（
教
）「
應
稱
佛
名
號
時
者
」（
二
一
二
頁
）。
こ
こ
で
（
教
）
を
支
持
し
て
い
る
の
は
龍

谷
大
学
所
蔵
正
平
二
年
本
と
『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
、
そ
し
て
、
龍
谷
大
学
元
禄
十
一
年
刊
本
（
義
山
版
）
で
あ
る
。

⑥
（
安
）「
後
去
者
昉
前
」（
五
七
五
頁
）、（
教
）「
後
生
者
訪
前
」（
二
五
五
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
は
「
後
去
者
仿

前
」、『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
で
は
、「
後
去
者
訪
前
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑦
（
安
）「
佛
告
父
王
」（
五
七
八
頁
）、（
教
）「
佛
告
父
王
」（
二
九
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
、「
告
父
王
」、
す
な

わ
ち
「
佛
」
の
字
が
脱
落
し
て
い
る
。

⑧
（
安
）「
雖
有
根
牙
」（
五
七
八
頁
）、（
教
）「
雖
有
根
芽
」（
二
九
頁
）。（
教
）
を
支
持
し
て
い
る
の
は
、『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
で

あ
る
。

⑨
（
安
）「
若
有
噉
其
花
菓
」（
五
七
八
頁
）、（
教
）「
若
有
噉
其
花
菓
」（
二
九
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
「
若
有
敢
其

花
菓
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑩
（
安
）「
即
能
改
變
一
切
諸
惡
」（
五
七
八
頁
）、（
教
）「
即
能
改
變
一
切
諸
惡
」（
二
九
頁
）。
こ
こ
で
も
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永

三
年
本
が
我
々
に
異
読
を
提
供
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
能
」
の
文
字
が
な
く
、「
即
改
變
一
切
諸
惡
」
で
あ
る
。

⑪
（
安
）「
計
一
切
衆
生
念
佛
之
功
」（
五
七
九
頁
）、（
教
）「
計
一
衆
生
念
佛
之
功
（
）
二
九
頁
）。（
教
）
を
支
持
し
て
い
る
の
は
高

野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
と
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
あ
る
。

⑫
（
安
）「
若
持
師
子
乳
一
渧
」（
五
七
九
頁
）、（
教
）「
若
將
師
子
乳
一
渧
」（
三
〇
頁
）。
こ
こ
で
（
教
）
を
支
持
し
て
い
る
の
は
大

谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
あ
る
。
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⑬
（
安
）「
隨
所
詣
處
無
能
遮
障
也
」（
五
七
九
頁
）、（
教
）「
隨
諸
處
處
無
能
遮
障
也
」（
三
〇
頁
）。
こ
こ
で
は
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸

本
が
「
隨
所
詣
處
無
能
遮
障
」
と
な
っ
て
い
て
、「
也
」
の
字
が
な
い
。

⑭
（
安
）「
要
須
發
菩
提
心
爲
源
」（
五
八
七
頁
）、（
教
）「
要
須
發
菩
提
心
爲
源
」（
一
〇
七
六
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年

本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
の
二
本
は
「
要
須
發
菩
提
心
爲
原
」
と
な
っ
て
お
り
、「
源
」
の
字
が
「
原
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑮
（
安
）「
此
心
究
竟
等
若
虚
空
此
心
長
遠
盡
未
来
際
」（
五
八
七
頁
）、（
教
）「
此
心
長
遠
盡
未
来
際
」（
一
〇
七
六
頁
）、（
往
）「
此

心
長
遠
盡
未
来
際
」（
一
〇
七
六
頁
）。

　

こ
こ
で
は
、『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
、『
教
行
信
証
』
テ
キ
ス
ト
そ
れ
ぞ
れ
に
全
く
異
読
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
注
目
す
べ
き
は
、

（
教
）
を
支
持
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
と
い
う
の
は
実
は
源
信
『
往
生
要
集
』
に
引
用
さ
れ
た
『
安
楽
集
』
本
文
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、『
教
行
信
証
』
テ
キ
ス
ト
間
で
異
読
が
見
ら
れ
ず
、『
往
生
要
集
』
に
見
ら
れ
る
『
安
楽
集
』
本
文
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
親
鸞
が
見
た
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
と
源
信
が
見
た
そ
れ
と
は
同
じ
テ
キ
ス
ト
、
あ
る
い
は
同
じ
系
統
を
汲
む
テ
キ

ス
ト
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
も
し
く
は
親
鸞
が
こ
の
文
を
著
す
際
に
、『
安
楽
集
』
で
は
な
く
、『
往
生
要
集
』
を
参
照
し
た
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑯
（
安
）「
傾
無
始
生
死
有
淪
」（
五
八
七
頁
）、（
教
）「
傾
無
始
生
死
有
淪
」（
一
〇
七
六
頁
）。「
傾
無
始
生
死
有
輪
」（
一
〇
一
頁
）。

こ
の
文
は
『
教
行
信
証
』
の
中
で
二
回
確
認
で
き
る
が
、
な
ぜ
か
異
読
が
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
淪
」
と
「
輪
」
で
あ
る
。『
安

楽
集
』
テ
キ
ス
ト
の
中
で
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
「
輪
」、
す
な
わ
ち
「
傾
無
始
生
死
有
輪
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑰
（
安
）「
當
今
末
法
現
是
五
濁
惡
世
」（
六
一
二
頁
）、（
教
）「
當
今
末
法
是
五
濁
惡
世
」（
一
九
四
頁
）。「
當
今
末
法
是
五
濁
惡
世
」

（
二
一
三
頁
）。
こ
こ
で
は
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
間
の
異
同
は
な
い
。

⑱
（
安
）「
有
浮
草
木
」（
六
一
四
頁
）、（
教
）「
有
草
木
」（
三
一
頁
）。
龍
谷
大
学
所
蔵
正
平
二
年
本
が
「
浮
草
木
」
と
な
っ
て
い
る
。
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⑲
（
安
）「
悉
不
得
勉
生
老
病
死
」（
六
一
四
頁
）、（
教
）「
悉
不
得
勉
生
老
病
死
」（
三
一
頁
）。『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
、
大
谷
大
学
所

蔵
順
芸
本
、
龍
谷
大
学
所
蔵
元
禄
十
一
年
本
（
義
山
版
）
が
「
悉
不
得
免
生
老
病
死
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑳
（
安
）「
何
不
捨
難
依
易
行
道
矣
」（
六
一
五
頁
）、（
教
）「
何
不
捨
難
依
易
行
道
矣
」（
三
一
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年

本
が
「
矣
」
の
文
字
が
脱
落
し
て
い
る
。

㉑
（
安
）「
若
臥
諸
佛
世
尊
常
見
此
人
如
現
目
前
」（
六
一
九
頁
）、（
教
）「
若
臥
諸
佛
世
尊
常
見
此
人
如
現
目
前
」（
一
〇
〇
頁
）。
高

野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
「
若
」
の
文
字
が
脱
落
し
て
い
る
。

㉒
（
安
）「
恆
與
此
人
而
住
受
施
」（
六
一
九
頁
）、（
教
）「
恆
與
此
人
而
作
受
施
」（
一
〇
〇
頁
）。
こ
こ
で
（
教
）
を
支
持
し
て
い
る

の
は
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
あ
る
。

㉓
（
安
）「
若
聞
阿
彌
陀
徳
號
」（
六
二
六
頁
）、（
教
）「
若
聞
阿
彌
陀
徳
號
」（
三
〇
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
「
若

聞
阿
彌
陀
號
徳
」
と
な
っ
て
い
る
。

㉔
（
安
）「
衆
生
減
盡
諸
經
悉
滅
」（
六
三
三
頁
）、（
教
）「
衆
生
減
盡
諸
經
悉
滅
（
二
一
二
頁
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
と

大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
は
「
衆
生
感
盡
諸
經
悉
滅
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
二
十
四
の
用
例
を
見
て
き
た
が
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
以
外
を
支
持
し
て
い
る
も
の
が
多
い
よ
う
に
見

え
る
。
ま
た
、
親
鸞
は
源
信
と
同
じ
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
を
見
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
②
④
⑦
⑨
⑩
⑭
⑯
⑲
⑳
は
、
高
野
山
宝
寿
院

所
蔵
鎌
倉
時
代
刊
本
（
上
巻
の
み
現
存
）
を
、
㉑
㉓
㉔
は
龍
谷
大
学
所
蔵
寛
元
三
年
本
（
下
巻
の
み
現
存
）
を
そ
れ
ぞ
れ
支
持
し
て
い

る
が
、
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑬
⑭
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
㉑
㉓
㉔
の
十
九
の
用
例
は
、
龍
谷
大
学
所
蔵
正
平
二
年
本
と
『
七
祖
聖
教
』
所
収
本

を
支
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
教
行
信
証
』
を
著
す
際
に
参
照
し
た
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
は
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
の
系
統
の
可

能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
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託
何
（
西
暦
一
二
八
五
〜
一
三
五
四
年
）『
器
朴
論
』（（
器
）
と
す
る
）。

①
（
安
）「
以
一
金
銭
貿
得
千
金
銭
非
一
日
即
得
者
」（
五
九
九
頁
）、（
器
）「
以
一
金
銭
得
千
金
銭
非
一
日
得
多
日
得
者
」（
大
正
八
四

巻
一
七
下
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
で
は
「
以
一
金
銭
質
得
千
金
銭
非
一
日
即
得
者
」
と
な
っ
て
い
る
。

②
（
安
）「
若
能
一
發
此
心
傾
無
始
生
死
有
淪
」（
五
八
七
頁
）、（
器
）「
若
能
一
發
此
心
傾
無
始
生
死
有
淪
」（
大
正
八
四
巻
二
一
中
）。

高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
「
若
能
一
發
此
心
傾
無
始
生
死
有
論
」
と
な
っ
て
い
る
。

③
（
安
）「
附
水
靈
河
世
旱
無
嵑
」（
五
八
七
頁
）、（
器
）「
附
水
靈
河
世
旱
無
嵑
」（
大
正
八
四
巻
二
一
中
）。
こ
こ
で
も
、
高
野
山
宝

寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
が
異
な
っ
た
読
み
を
我
々
に
提
供
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
附
水
露
河
世
早
無
嵑
」
で
あ
る
。

④
（
安
）「
化
身
菩
提
者
謂
従
報
起
用
能
趣
萬
機
名
為
化
身
」（
五
八
七
頁
）、（
器
）「
化
身
菩
提
者
謂
従
報
起
用
能
趣
萬
機
名
為
化

身
」（
大
正
八
四
巻
二
一
中
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
と
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
が
「
化
身
菩
提
者
謂
従
報
起
用
能
赴
萬
機

名
為
化
身
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
（
安
）「
又
彼
経
云
譬
如
有
人
持
翳
身
薬
」（
五
七
九
頁
）、（
器
）「
又
彼
経
云
譬
如
有
人
持
翳
身
薬
」（
大
正
八
四
巻
二
七
上
）。
こ

こ
で
も
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
と
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
に
異
読
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
「
彼
経
又
云
譬
如
有

人
持
翳
身
薬
」、
後
者
は
「
又
云
譬
如
有
人
持
翳
身
薬
」
で
あ
る
。

⑥
（
安
）「
衆
生
減
盡
諸
経
悉
滅
」（
六
三
三
頁
）、（
器
）「
衆
生
滅
盡
諸
経
悉
滅
」（
大
正
八
四
巻
二
七
中
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天

永
三
年
本
と
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
は
「
衆
生
感
盡
諸
経
悉
滅
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
（
器
）
を
支
持
し
て
い
る
の
は
『
七
祖
聖

教
』
所
収
本
で
あ
る
。

⑦
（
安
）「
以
珠
威
力
水
即
澄
清
」（
六
〇
五
頁
）、（
器
）「
以
珠
威
力
水
即
澄
」（
大
正
八
四
巻
二
八
上
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永

三
年
本
は
「
力
」
の
文
字
が
な
く
「
以
珠
威
水
即
證
清
」
と
な
っ
て
い
る
。
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以
上
を
ま
と
め
る
と
、
託
何
が
、『
器
朴
論
』
を
著
す
際
に
座
右
に
お
い
た
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
は
、
②
③
④
⑤
⑧
か
ら
判
断
し

て
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
鎌
倉
時
代
本
、
あ
る
い
は
龍
谷
大
学
所
蔵
正
平
二
年
本
、『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
の
い
ず
れ
か
の
系
統
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

良
忠
（
西
暦
一
一
九
九
〜
一
二
八
七
年
）『
安
楽
集
私
記
』
は
、『
安
楽
集
』
に
対
す
る
註
釈
書
で
あ
る
。

①
（
安
）「
於
煕
連
半
恆
河
沙
等
諸
佛
所
發
菩
提
心
」（
五
七
六
〜
五
七
七
頁
）、（
私
）「
於
煕
連
半
恆
等
者
或
本
無
半
字
又
無
恆
字
可

云
煕
連
河
沙
」（『
浄
全
』
一
巻
七
一
七
上
）。
良
忠
は
「
或
本
」
で
は
、「
半
」「
恆
」
の
字
が
な
い
と
し
て
い
る
が
、
高
野
山
宝
寿
院

所
蔵
天
永
三
年
本
や
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
は
「
煕
連
」
の
字
は
な
い
。
別
の
テ
キ
ス
ト
を
み
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、「
或
本
」
と
い
う
こ
と
は
、
良
忠
は
少
な
く
と
も
二
本
以
上
の
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
を
み
て
い
た
証
左
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

②
（
安
）「
計
一
切
衆
生
念
佛
之
功
」（
五
七
九
頁
）、（
私
）「
計
一
衆
生
念
佛
之
功
」（『
浄
全
』
一
巻
七
一
八
上
）。（
私
）
を
支
持
し

て
い
る
の
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
と
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
で
あ
る
。

③
（
安
）「
唯
覩
報
化
佛
」（
五
八
三
頁
）、（
私
）「
唯
覩
報
化
佛
」（『
浄
全
』
一
巻
七
二
三
上
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
は

「
唯
覩
化
佛
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
報
」
の
文
字
が
脱
落
し
て
い
る
。

④
（
安
）「
問
曰
今
世
間
有
人
」（
五
九
一
頁
）、（
私
）「
問
曰
今
世
間
有
人
（『
浄
全
』
一
巻
七
二
七
下
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永

三
年
本
は
「
問
曰
世
今
間
有
人
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
（
安
）「
不
覺
往
福
侵
已
盡
」（
六
一
〇
頁
）、（
私
）「
不
覺
往
福
侵
已
盡
」（『
浄
全
』
一
巻
七
三
四
下
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永

三
年
本
で
は
「
不
覺
往
福
浸
已
盡
」
と
な
っ
て
い
る
。「
侵
」
と
「
浸
」
の
異
読
で
あ
る
が
、
旁
、
読
み
は
同
じ
で
あ
る
が
、
部
首
が

異
な
る
。
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⑥
（
安
）「
衆
善
之
源
」（
六
一
〇
頁
）、（
私
）「
衆
善
源
」（『
浄
全
』
一
巻
七
三
五
上
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
と
大
谷
大

学
所
蔵
順
芸
本
は
「
衆
善
之
原
」。
こ
れ
も
旁
と
読
み
は
同
じ
で
る
が
、
部
首
は
異
な
る
。

⑦
（
安
）「
恆
與
此
人
而
住
受
施
」（
六
一
九
頁
）、（
私
）「
恆
與
此
人
而
住
受
施
」（『
浄
全
』
一
巻
七
三
七
上
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵

天
永
三
年
本
と
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
は
「
恆
與
此
人
而
作
受
施
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑧
（
安
）「
有
覩
不
覩
」（
六
一
九
頁
）、（
私
）「
有
覩
不
覩
」（『
浄
全
』
一
巻
七
三
七
下
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
は
「
有

覩
不
現
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑨
（
安
）「
常
念
我
名
」（
六
一
九
頁
）、（
私
）「
當
念
我
名
」（『
浄
全
』
一
巻
七
三
八
上
）。

⑩
（
安
）「
法
身
智
身
大
慈
悲
身
」（
六
二
〇
頁
）、（
私
）「
法
身
智
身
大
悲
身
」（『
浄
全
』
一
巻
七
三
八
上
）。

⑪
（
安
）「
皆
説
入
地
加
行
道
地
滿
功
徳
利
」（
六
二
四
頁
）、（
私
）「
加
行
地
滿
」（『
浄
全
』
一
巻
七
三
九
上
）。

⑨
⑩
⑪
に
つ
い
て
は
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
間
の
異
読
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
果
た
し
て
良
忠
は
ど
の
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
を
見

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
て
く
る
。

⑫
（
安
）「
通
行
通
伴
故
」（
六
二
四
頁
）、（
私
）「
通
行
通
伴
故
」（『
浄
全
』
一
巻
七
三
九
上
）。
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
の

み
「
通
行
道
伴
故
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
良
忠
が
見
て
い
た
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
は
二
本
以
上
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
ど
の
テ
キ
ス

ト
を
見
て
い
た
の
か
を
判
断
で
き
る
用
例
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
残
念
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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五
、
結
論

　

以
上
、
検
討
し
た
結
果
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
中
国
に
お
け
る
『
安
楽
集
』
は
、
唐
代
ま
で
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
宋
代
の
最
初
期
に
、
そ
の
存
在
が
確
認
さ

れ
る
。

・『
無
量
寿
観
経
纘
述
』
に
引
用
さ
れ
る
『
安
楽
集
』、『
敦
煌
宝
蔵
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
安
楽
集
』
断
片
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所

蔵
天
永
三
年
本
、
も
し
く
は
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
は
、

他
の
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
と
は
異
同
が
多
く
見
ら
れ
、
異
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
も
含
め
て
、『
安

楽
集
』
テ
キ
ス
ト
の
古
い
形
態
を
我
々
に
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
他
の
テ
キ
ス
ト
に
比
べ
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

・
源
隆
国
が
参
照
し
た
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
は
、
大
谷
大
学
所
蔵
順
芸
本
の
系
統
で
あ
ろ
う
。

・
永
観
が
見
た
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
は
、『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
、
あ
る
い
は
龍
谷
大
学
所
蔵
元
禄
十
一
年
本
（
義
山
版
）
の
系
統

で
あ
ろ
う
。

・
法
然
の
場
合
、
確
定
的
に
言
え
る
の
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
以
外
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

・
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
を
ま
と
め
る
際
に
参
照
し
た
の
は
、
龍
谷
大
学
所
蔵
正
平
二
年
本
、
あ
る
い
は
『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
の
い

ず
れ
か
の
系
統
を
汲
む
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。

・
詫
何
が
見
た
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
鎌
倉
時
刊
本
、『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
の
系
統
で
あ
ろ
う
。
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【
参
考
文
献
】

・
赤
尾
栄
慶
〔
二
〇
一
四
〕「
高
山
寺
旧
蔵
『
安
楽
集
』
の
古
写
本
│
書
誌
情
報
に
つ
い
て
│
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
『
東
ア
ジ
ア
仏

教
写
本
研
究
』
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
日
本
古
写
経
研
究
所
文
科
省
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
。

・
内
藤
知
康
〔
一
九
九
九
〕『
安
楽
集
講
読
』
永
田
文
昌
堂
。

・
落
合
俊
典
〔
二
〇
一
〇
〕「
野
村
美
術
館
蔵
『
安
楽
集
』
二
巻
の
書
写
年
代
」『
淨
土
宗
学
研
究
』
第
三
六
号
。

・
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
〔
二
〇
〇
八
〕
日
本
古
写
経
善
本
刊　

第
三
輯
『
観
無
量
寿
経
・
無
量
寿
経
優

婆
提
舎
願
生
偈
註
巻
下
』
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
。

・
西
域
文
化
研
究
会
〔
一
九
五
八
〕『
西
域
文
化
研
究
│
敦
煌
仏
教
資
料
』
第
一
、
法
蔵
館
。

・
齊
藤
隆
信
・
曽
和
義
弘
・
加
藤
弘
孝
・
永
田
真
隆
・
小
川
法
道
〔
二
〇
一
八
〕「『
安
楽
集
』
訳
註
㈠
第
一
大
門
」『
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学

研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
四
号
。

・
齊
藤
隆
信
・
曽
和
義
弘
・
加
藤
弘
孝
・
永
田
真
隆
・
小
川
法
道
〔
二
〇
一
九
〕「『
安
楽
集
』
訳
註
㈡
第
二
大
門
」『
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学

研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
五
号
。

・
齊
藤
隆
信
・
曽
和
義
弘
・
加
藤
弘
孝
・
永
田
真
隆
・
小
川
法
道
〔
二
〇
二
〇
〕「『
安
楽
集
』
訳
註
㈢
第
三
大
門
」『
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学

研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
六
号
。

・
齊
藤
隆
信
・
曽
和
義
弘
・
加
藤
弘
孝
・
永
田
真
隆
・
小
川
法
道
〔
二
〇
二
一
〕「『
安
楽
集
』
訳
註
㈣
第
四
大
門
・
第
五
大
門
・
第
六
大
門
」

『
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
七
号
。

・
杉
山
裕
俊
〔
二
〇
一
四
〕『
安
楽
集
の
研
究
』
大
正
大
学
平
成
二
六
年
度
学
位
請
求
論
文
。

・
中
国
仏
教
研
究
会
〔
一
九
九
九
〕「『
安
楽
集
』「
第
一
大
門
」
の
訳
注
研
究
」『
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
』。
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・
塚
本
善
隆
〔
一
九
七
六
〕『
塚
本
善
隆
著
作
集　

第
四
巻　

中
国
浄
土
教
史
研
究
』
大
東
出
版
社
。

・
辻
本
俊
郎
〔
二
〇
二
〇
①
〕「
曇
鸞
『
論
註
』
テ
キ
ス
ト
考
」『
仏
教
学
会
紀
要
』
第
二
五
号
。

・
辻
本
俊
郎
〔
二
〇
二
〇
②
〕「
曇
鸞
『
無
量
寿
経
論
註
』、
道
綽
『
安
楽
集
』
の
流
伝
│
諸
師
の
引
用
文
よ
り
見
て
│
」『
東
ア
ジ
ア
研
究
』

第
七
二
号
、
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
。

・
禿
氏
祐
祥
〔
一
九
三
九
〕「
安
楽
集
の
書
誌
学
的
研
究
」『
宗
学
院
論
輯
』
第
三
一
号
。

・
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
〔
二
〇
一
一
〕『
浄
土
教
典
籍
目
録
』
佛
教
大
学
。

・
牧
田
諦
亮
・
直
海
玄
哲
・
宮
井
里
佳
〔
一
九
九
五
〕「
道
綽
・
そ
の
歴
史
像
と
浄
土
思
想
」『
浄
土
仏
教
の
思
想
』
第
四
巻
、
講
談
社
。

・
宮
崎
円
遵
〔
一
九
三
九
〕「『
安
楽
集
』
の
古
本
二
種
│
口
絵
解
説
│
」『
宗
学
院
論
輯
』
第
三
一
号
。

・
山
本
仏
骨
〔
一
九
五
九
〕『
道
綽
教
学
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
。

註

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
教
学
伝
道
研
究
室
編
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
（
一
）
三
経
七
祖
篇
』
本
願
寺
出
版
で
は
、『
安
楽

集
』
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
鎌
倉
時
代
刊
本
（
上
巻
）、
龍
谷
大
学
所
蔵
寛
元
三
年
刊
本
（
下
巻
）
を
底
本
と
し
、
高
野
山
宝
寿
院
所

蔵
天
永
三
年
書
写
本
、
龍
谷
大
学
所
蔵
正
平
二
年
書
写
本
、
本
派
本
願
寺
『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
が
対
校
本
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
で
は
、
龍
谷
大
学
所
蔵
寛
政
八
年
刊
本
を
底
本
と
し
、
寛
元
三
年
本
、
高
山
寺
写
本
、
崎
陽
本
、
元
禄
十
一
年

（
義
山
）
本
、
鎌
倉
時
代
刊
本
、
明
暦
元
年
刊
本
、
高
野
山
宝
寿
院
天
永
三
年
書
写
本
が
対
校
本
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
浄
土
真
宗

聖
典
編
纂
委
員
会
〔
一
九
九
二
〕『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
』
本
願
寺
出
版
社
で
は
、
巻
上
の
底
本
と
し
て
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
鎌
倉
時

代
刊
本
、
下
巻
の
底
本
と
し
て
龍
谷
大
学
所
蔵
鎌
倉
時
代
刊
本
を
使
用
し
、
そ
の
対
校
本
と
し
て
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
書
写
本
、
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龍
谷
大
学
所
蔵
正
平
二
年
書
写
本
、
崎
陽
本
、
本
派
本
願
寺
『
七
祖
聖
教
』
所
収
本
が
使
用
さ
え
て
い
る
。
真
宗
聖
教
全
書
編
纂
所
〔
一

九
四
一
〕『
真
宗
聖
教
全
書
一
、
三
経
七
祖
部
』
大
八
木
興
文
堂
で
は
、
底
本
が
本
派
本
願
寺
蔵
本
を
底
本
と
し
て
、
高
野
山
宝
寿
院
所

蔵
天
永
三
年
書
写
本
、
崎
陽
本
、
龍
谷
大
学
所
蔵
鎌
倉
時
代
刊
本
（
下
巻
の
み
）、
龍
谷
大
学
所
蔵
正
平
二
年
書
写
本
、
及
び
大
派
・
依

用
十
行
本
が
対
校
本
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
の
中
で
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
天
永
三
年
本
に
は
、「
故
生
方
便
法
身
。
由
方
便
法
身
故
顯
出
法
性
法
身
」

の
文
言
が
見
当
た
ら
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
延
寿
は
、『
宗
鏡
録
』
を
著
す
際
に
見
た
『
安
楽
集
』
テ
キ
ス
ト
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所

蔵
天
永
三
年
本
の
系
統
以
外
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
大
乗
同
性
経
』（
闍
那
耶
舎
訳
）「
龍
主
王
如
来
」（
大
正
・
一
六
巻
六
五
一
中
）。

『
大
乗
同
性
経
』（
闍
那
耶
舎
訳
）「
踊
歩
揵
如
来
」（
大
正
・
一
六
巻
六
五
一
中
）。

『
大
乗
同
性
経
』（
闍
那
耶
舎
訳
）「
穢
濁
世
中
現
成
佛
者
」（
大
正
・
一
六
巻
六
五
一
中
）
と
な
っ
て
お
り
、『
無
量
寿
観
経
纘
述
』
と

同
文
で
あ
る
。

『
大
乗
同
性
経
』（
闍
那
耶
舎
訳
）
は
、『
無
量
寿
観
経
纘
述
』
で
は
な
く
、『
安
楽
集
』
と
同
様
、「
末
法
」
と
な
っ
て
い
る
。

『
阿
弥
陀
鼓
音
声
王
陀
羅
尼
経
』（
失
訳
）「
父
名
月
上
転
輪
聖
王
、
其
母
名
曰
殊
勝
妙
顔
」（
大
正
一
二
巻
・
三
五
二
中
）
参
照
。

『
無
量
寿
観
経
纘
述
』
は
、『
安
楽
集
』
と
の
関
係
で
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。『
安
楽
集
』
は
、
天
親
菩
薩
論
云
、
天
親
浄
土

論
云
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
曇
鸞
『
論
註
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。『
無
量
寿
観
経
纘
述
』
に
も
天
親
菩
薩
論
、

す
な
わ
ち
、『
無
量
寿
経
論
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（『
無
量
寿
観
経
纘
述
』
乙
本
一
五
七
〜
一
六
四
行
目
）。
そ
れ
ら
を
見
て
み
る
と
、

『
無
量
寿
観
経
纘
述
』「
若
善
男
子
善
女
人
修
五
念
門
成
就
者
」。
正
倉
院
聖
語
蔵
写
本
、
高
麗
大
蔵
経
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
一
方
、

曇
鸞
『
論
註
』
所
引
本
で
は
「
若
善
男
子
善
女
人
修
五
念
門
行
成
就
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
無
量
寿
観
経
纘
述
』「
二
者
観
察
阿
弥
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陀
仏
功
徳
荘
厳
」。
正
倉
院
聖
語
蔵
写
本
、
高
麗
大
蔵
経
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
曇
鸞
『
論
註
』
所
引
本
で
は
「
二
者
観
察
阿
弥
陀

仏
荘
厳
功
徳
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
道
綽
は
、『
論
註
』
を
参
照
し
、『
無
量
寿
観
経
纘
述
』
の
著
者
は
『
無
量
寿
経
論
』
を
参
照

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

敦
煌
写
本
は
、
お
そ
ら
く
数
行
前
に
「
三
者
化
身
菩
提
」
と
あ
る
の
を
誤
写
し
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

『
坐
禅
三
昧
経
』（
鳩
摩
羅
什
訳
）「
若
折
乾
木
以
求
火
、
火
不
可
得
無
智
故
」（
大
正
一
五
・
二
八
五
下
）

（
安
）
の
底
本
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
①
③
④
⑤
⑥
は
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵
鎌
倉
時
代
刊
本
を
、
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
は
龍
谷
大
学
所
蔵
寛
元

三
年
刊
本
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
者
は
上
巻
の
み
、
後
者
は
下
巻
の
み
の
現
存
で
あ
る
が
、
良
忠
の
活
躍
し
た
時
代
と
考
え
合

わ
せ
る
と
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は
出
版
当
時
か
ら
完
本
と
し
て
流
布
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
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